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Abstract
The synapsology records of four elderly users of a day service center from April to June 2018 were used to assess 
the enjoyment of instructors and participants.
Participants had a higher frequency of the response“very enjoyable”than instructors, and conversely, instructors 
had a higher frequency of the response“enjoyable”than participants. Assessments that added up“very enjoyable”
and“enjoyable”responses tended to be higher among instructors than participants, which was understood as tied to 
the high assessments of smiles during synapsology while in an instruction setting.
Moreover, because three individuals reported the same level of enjoyment as the average enjoyment of instructors 
and participants, the assessments of instructors was understood as refl ected in the assessments of participants. It was 
therefore inferred that instructors’enrichment of synapsology with enjoyable content has a major impact on the eff orts 
of participants.
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Ⅰ　はじめに
平成30年３月20日に総務省統計局９）が公表した３
月１日現在の人口推計（平成30年３月報）では、総人
口が１億2652万人で前年同月に比べ23万人の減少（概
算値）と報告された。年齢階級区分をみると、15歳未
満が1,552万人（12.3％）、15歳から64歳が7,563万人
（59.8％）、65歳以上は3,534万人（27.9％）となり、日
本の総人口の約3.6人に１人が高齢者となる。この高齢
者区分では、65歳から74歳までの前期高齢者が1,764
万人（13.9％）、75歳以上の後期高齢者は1,770万人
（14％）と後期高齢者数が前期高齢者数を上回るのは初
めてのことで、この超高齢社会は今後も続くことが確実
視されている。
また、少し年代は先であるが、未来の年表４）では、

2042年に高齢者数が3,935万2,000人とピークを迎え、
2053年に総人口が9,924万人で１億人を割り込み、2055
年には４人に１人が75歳以上、2059年には５人に１人が
80歳以上になると記されている。
このように加速度的に高齢者層が増えるなか、2000年
にWHOから健康寿命の概念が提唱されて以来、いかに
健康で生活をする期間を延ばせるか、ひいては寿命の質
をどのように高めるかに大きな関心が集まっている。健
康寿命は「健康上の問題で日常生活が制限されることが
なく生活できる期間」と定義されるため、疾病予防と
健康増進、介護予防などで心身を保てるかが課題とな
る。ただ、加齢に伴い心身の機能が低下するのも現実で、
個々に身体機能を高める場面は減少傾向にあり、高齢者
施設等での運動やレクリェーション活動で心身の機能を
保つ場面も多く見られる。高齢者施設内での運動やレク
リェーションの取り組みは、単に身体活動の実践指導の

みならず、いかに「楽しみ」を加えるか、また施設職員
と参加者、参加者と参加者の「コミュニケーション」を
どのように構築するかが大きな課題となる。
筆者11,12）が施設でのレクリェーションを指導する中
で、参加者が楽しいと感じる場面は、プログラム内容に
満足感が多く得られていることから、実施プログラムを
いかに構成するかが参加者の積極的な身体活動の根源に
つながると考えられる。
本研究では、対象のディサービスセンターで日々実施
されているレクリェーションの冒頭で導入をしているシ
ナプソロジーエクササイズ＊（以下、シナプソロジー）
の展開が参加者の楽しさの評価につながっているのかを
検証し、今後のレクリェーションプログラム全体の構成
への示唆を得ることを目的とした。

＊ シナプソロジー…２つのことを同時に実施したり、左
右で違う動きを行って、普段慣れない動きで脳を過度
に混乱させ、活性化させることで認知機能を向上させ
るエクササイズ。すんなりと出来ないことが笑いやコ
ミュニケーションを生み、楽しく続けられるのが特長。
㈱ルネサンス８）が2011年11月に脳の活性化を目的と
したメソッドとして開発し現在幅広い年齢層を対象に
展開している。

Ⅱ　方　　法
１．対象者

ディサービスを利用している参加者のうち、比較的体
調が安定しており、職員の言葉がけや指示等も理解でき、
積極的にレクリェーションへの参加がある４名を対象と
した。４名の特徴は表１に記す。

２．レクリェーションの概要

月曜日から土曜日の毎日（行事日は除く）、約20名の
利用者に13時30分頃から15時30分頃までの約２時間（休
憩を含む）レクリェーションを展開している。

開始から約20分程度シナプソロジーを実施し、その後、
休憩を入れながら終了時刻まで様々なレクリェーション
を実施している。レクリェーション内容は、主にスト
レッチングや身体を動かしてのゲーム、歌に合わせての

表１．レクリェーション参加者の特徴（施設記録より抜粋）

参加者 性別 年齢 参加曜日 ADL 認知症の程度 移動手段 性格

No.1 女性 92 月・火・水・木・金・土 一部介助 軽度 押し車 急に変化あり

No.2 男性 88 月・火・水・木・土 自立 軽度 押し車 穏やか

No.3 男性 71 月・火・水・金 一部介助 軽度 独歩 こだわりが強い

No.4 女性 94 月・水・金 一部介助 軽度 押し車 穏やか
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手合せ遊び等、利用者の状態や参加人数に合わせ変化を
つけて実施している。
指導者は、主担当の男性職員（レクリェーション指導
歴12年）で、水曜日以外すべてのレクリェーションを担
当し、プログラム実施の補助や利用者の運動補助には常
時数名の職員が副担当として参加をしている。また水曜
日は女性職員２名（レクリェーション指導歴15年と８
年）が交替で担当をしている。

３．シナプソロジーの導入および展開

レクリェーション開始前の約20分間、身体活動の
ウォーミングアップとして、また認知機能の向上を目指
すことを目的にシナプソロジーを実施し、以後のレク
リェーションへの円滑な導入や進行、またコミュニケー
ション向上を目指しエクササイズを実施している。施設
では、2017年４月よりシナプソロジーの導入を展開して
おり、シナプソロジー普及会公認のインストラクター３
名が職員（上述３名の職員に同じ）として常駐している。
これらの職員がレクリェーション全体の進行を務めてい
る。
シナプソロジーに関しては、普及会より実施時期に応
じたメニューが配付され、施設内で利用者の様態に応じ
様々な組み合わせを考え展開を行っている。メニューの
一例はじゃんけんやお手玉、指折り数えやボールを用い

てのエクササイズである。

４．調査内容

今回は、対象者４名の2018年４月から６月の３か月間
に実施したシナプソロジーの記録より、終了直後に指導
者からみた楽しさの得点（主観的評価で３点評価）と終
了直後に参加者が感じた楽しさの得点評価（「にこにこ
マーク」を使用し、大変楽しい、楽しい、楽しくない、
の３点評価）の比較検討を実施した。なお４名の参加者
はディサービスセンター利用曜日に違いがあるため実
施回数にばらつきが見られ、No.1が56回、No.2が35回、
No.3が40回、No.4が32回であった。

５．倫理的配慮

ディサービスを利用しているすべての利用者には、施
設として入所時に家族・本人に研究調査の同意書を書面
でもらっており、また調査対象者として実際の調査・測
定に携わる際は口頭で依頼を行い意思確認および最終の
同意を得ている。

Ⅲ　結　　果
シナプソロジー実施時の指導者からみた参加者の楽し
さの評価および参加者が感じた楽しさの評価を図１－１
～４に示した。また、両者の評価点の出現頻度を表２
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図１－１．参加者No.1の評価 図１－２．参加者No.2の評価
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に示した。指導者からみた楽しさの評価で３点「大変
楽しい」を示した割合が最も多かったのは参加者No.4
の78.1％（25回／32回中）、最も少なかったのは参加者
No.2の17.1％（６回／35回中）であった。さらに参加
者が感じた楽しさの評価でも３点を示したのは、参加
者No.4の割合が最も多く87.5％（28回／35回中）、参加
者No.2の割合が最も少なく34.2％（６回／35回中）で
あった。評価３点「大変楽しい」を示した頻度では、４
名の参加者全員が指導者の頻度を上回る結果が得られ、

評価２点「楽しい」の頻度では、逆に指導者が参加者全
員の頻度を上回っていることが示された。また評価１点
「あまり楽しくない」に関しては、参加者No.2（７回
／35回中）および参加者No.3（８回／40回中）が、そ
れぞれ20％と高い割合を占めていた。
次に指導者および参加者の平均評価点を図２に示した。
参加者No.2、参加者No.3および参加者No.4は、指導者
からみた平均評価点と参加者が感じた平均評価点は同じ
結果が得られ、参加者No.1は、0.4ポイント参加者の評
価が高い結果となった。

Ⅳ　考　　察
日本老年学会・日本老年医学会が平成29年３月31日発
行した「高齢者に関する定義検討ワーキンググループ報
告書」７）によると、高齢者の新たな定義として、65歳～
74歳を准高齢者・准高齢期（pre-old）、75歳以上を高齢
者・高齢期（old）と新たな定義とすることを提言して
いる。今後単なる長寿だけではなく、生涯にわたり健康
で生き生きとした生活を実践できる健康寿命の捉え方が
介護予防の大きな課題となる。介護予防とは、高齢者が
要介護状態になることを防ぐことが最も大事な柱となる。
すなわち、その人の生活機能全般をどのように向上させ
るかを目指すことが重要となる。このひとつの方策とし

図１－３．参加者No.3の評価 図１－４．参加者No.4の評価
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表２．指導者および参加者の評価点の頻度

No.1 参加回数 ３点 ２点 １点

指導者から見た楽しさの評価
56

29 19 8

参加者の楽しさの評価 46 10 0

No.2 参加回数 ３点 ２点 １点

指導者から見た楽しさの評価
35

6 27 2

参加者の楽しさの評価 12 16 7

No.3 参加回数 ３点 ２点 １点

指導者から見た楽しさの評価
40

8 31 0

参加者の楽しさの評価 17 15 8

No.4 参加回数 ３点 ２点 １点

指導者から見た楽しさの評価
32

25 7 0

参加者の楽しさの評価 28 2 2
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て、楽しく運動に取り組むことが挙げられる。今回、約
２時間のレクリェーション実施の冒頭の約20分間シナプ
ソロジーを実施した時の楽しさの評価を指導者側と参加
者側の評価から検証すると指導者からみて参加者が楽
しく取り組んでいる評価（３点および２点の評価）は
85.7％～100％であった。一方、参加者の楽しさの評価
（３点および２点の評価）は80％～100％と下限値が若
干低い数値であった。今後の検証にも関わるが、シナプ
ソロジーは、出来ることより出来ないことの方が多くあ
り、これが笑いを生むため、参加者が表出した笑いを指
導者が楽しく取り組んでいると思い評価点を高くした傾
向があるのかも知れない。ただ、参加者自身の評価につ
いても80％以上楽しいと感じているため、本ディサービ
スセンターで実施しているシナプソロジーの内容に関し
ては概ね好評であることが裏付けられる。
また、指導者および参加者の評価区分を合わせた平均
評価点では、参加者No.2、No.3、No.4の３名は、指導
者の平均評価点と同値であることから、指導者の評価は、
参加者の評価に反映されていると考えられ、指導者がシ
ナプソロジーの内容をしっかり参加者に伝え、充実した
楽しい内容で実施出来たと手ごたえを感じられる時は、
参加者も同様に楽しく取り組めたと評価をしていること
が言えるのではないかと推察できる。
最近の報告では、定期的な運動の実践は認知機能５）

や気分を保つ１）のに有効であると言われており継続的

な運動は大変効果があると考えられる。また、運動を
することで注意や集中の機能も向上する６）とされてい
ることから、興味関心を高めながら笑いが誘発されるよ
うな楽しい運動は大きな効果を生む可能性があると考え
られる。本ディサービスセンターでは、シナプソロジー
を含め約２時間のレクリェーションを展開していること
から、今後参加者のプログラム内容に対する持続性の精
査や実施時における発話や表情についても測定を実施し、
全体的な効果を検証していく中でシナプソロジーのより
効果的な展開も考えていく必要があるだろう。
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